
　

こ
の
こ
と
か
ら
、
自
治
会

の
収
入
も
確
保
し
つ
つ
、
多

様
な
形
態
で
の
支
援
策
の
考

え
は
。

　
　
　
　

町
か
ら
自
治
会
へ

の
委
託
事
業
は
、
町
道
や
川

の
除
草
作
業
で
あ
り
、
景
観

保
全
や
環
境
美
化
に
つ
な
が

る
、
大
切
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

活
動
で
す
。こ
の
委
託
料
が
、

自
治
会
の
活
動
費
の
一
助
に

な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
今

後
も
自
治
会
に
委
託
す
る
考

え
で
す
。

　

一
方
、
世
帯
数
が
減
っ
た

り
、
高
齢
者
世
帯
が
作
業
に

参
加
で
き
な
い
な
ど
、
参
加
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問

答

農業担い手の意向調査と
補助事業の考えは
農家の意向を踏まえ
町などの支援事業で対応 山

やま

岸
ぎし

はる美
み

 議員

　
　
　
　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
（
環
太
平

洋
連
携
協
定
）
参
加
に
よ
る

影
響
が
不
安
視
さ
れ
る
中
、

高
齢
化
の
進
展
や
後
継
者
不

足
が
大
き
な
課
題
で
あ
る
本

町
の
酪
農
業
に
つ
い
て
、
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
実
施
の
考
え

は
。

　

ま
た
、
農
業
用
施
設
整
備

を
目
的
と
し
た
補
助
事
業
導

入
の
考
え
は
。

　
　
　
　

国
で
は
、
平
成
23

年
10
月
に
「
我
が
国
の
食
と

農
林
漁
業
の
再
生
の
た
め
の

基
本
行
動
計
画
」
が
策
定
さ

れ
、
地
域
農
業
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
（
人
・
農
地
プ
ラ
ン
）

を
作
成
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

　

こ
の
プ
ラ
ン
は
、
今
後
地

域
の
中
心
と
な
る
担
い
手
の

安
定
確
保
や
、
農
地
集
積
を

促
す
仕
組
み
を
構
築
す
る
も

の
で
、
昨
年
７
、
８
月
に
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
て

お
り
、
対
象
農
家
は
８
５
６

戸
、回
答
率
は
53
％
で
し
た
。

　

ま
た
、
施
設
整
備
は
、
国

交
付
金
事
業
の
「
草
地
畜
産

基
盤
整
備
事
業
」、
県
単
独

事
業
の
「
い
わ
て
未
来
農
業

確
立
総
合
支
援
事
業
」
と
町

単
独
の
「
葛
巻
型
農
業
構
築

支
援
事
業
」
な
ど
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

　

事
業
内
容
は
、
生
産
管
理

用
機
械
や
粗
飼
料
生
産
機
械

の
導
入
、
草
地
の
造
成
や
改

良
、
低
コ
ス
ト
牛
舎
や
堆
肥

舎
等
の
整
備
で
す
。

　

今
後
と
も
、
農
家
の
意
向

や
要
望
を
踏
ま
え
、
生
産
性

と
農
家
所
得
の
向
上
を
図
っ

て
い
く
考
え
で
す
。

真山親水公園の清掃を行う小田部落会員ら

議
員

町
長

　
　
　
　

自
治
会
で
受
託
し

て
い
る
道
路
や
堤
防
の
草
刈

り
作
業
な
ど
が
、「
会
員
の

高
齢
化
に
よ
り
、
年
々
で
き

な
く
な
り
つ
つ
あ
る
」
と
い

う
意
見
が
多
く
あ
り
ま
す
。

議
員

町
長

答 問
活
動
交
付
金
の

充
実
で
対
応

地
域
力
の
低
下

町
の
支
援
策
は

者
の
負
担
が
大
き
く
な
る
の

で
は
と
、
自
治
会
関
係
者
か

ら
心
配
す
る
声
も
聞
か
れ
ま

す
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
新
年
度

予
算
で
各
自
治
会
の
高
齢
者

世
帯
の
状
況
を
基
準
と
し

て
、「
自
治
会
活
動
交
付
金
」

に
、
総
額
で
２
０
０
万
円
を

上
乗
せ
し
て
交
付
し
ま
す
。

　

使
途
は
制
限
を
設
け
ず
、

飲
食
物
の
購
入
費
や
、
作
業

量
軽
減
の
た
め
、
作
業
の
一

部
を
自
治
会
員
に
請
け
負
っ

て
も
ら
う
経
費
な
ど
、
自
治

会
ご
と
に
工
夫
、
活
用
で
き

る
よ
う
に
考
え
て
い
ま
す
。

定例会・臨時会で決まったこと

　

第
10
回
定
例
会
と
第
11
回
臨
時
会
に
お
い
て
、
24
年
度

補
正
予
算
と
条
例
の
制
定
や
一
部
改
正
な
ど
の
審
議
が
行

わ
れ
、
す
べ
て
原
案
ど
お
り
『
可
決
』
さ
れ
ま
し
た
。

24
年
度
補
正
予
算

条 

例 

等 

改 

正

請　

負　

契　

約

　

各
会
計
の
補
正
額
な
ど

は
、
左
表
の
と
お
り
で
す
。

　

一
般
会
計
の
主
な
支
出

は
、
公
共
施
設
等
整
備
基
金

に
２
億
円
を
積
み
立
て
、
総

額
は
18
億
９
２
１
１
万
円
。

地
域
づ
く
り
振
興
基
金
に
１

億
87
万
円
を
積
み
立
て
、
総

額
は
５
億
３
８
３
万
円
と
な

り
ま
す
。

　

ま
た
、
小
中
学
校
と
グ
リ

ー
ン
テ
ー
ジ
に
太
陽
光
発
電

設
備
の
設
置
な
ど
15
事
業
、

総
額
９
億
４
３
２
２
万
円
を

25
年
度
に
繰
り
越
し
、
当
初

予
算
と
合
わ
せ
る
と
60
億
４

３
７
３
万
円
に
な
り
ま
す
。

　

町
営
住
宅
の
整
備
基
準
の

追
加
や
、
道
路
構
造
の
一
般

的
な
基
準
な
ど
を
定
め
る
条

例
が
制
定
さ
れ
、
４
月
１
日

か
ら
施
行
し
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
の
新
設
条
例
や

改
正
は
、次
の
と
お
り
で
す
。

●
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等

対
策
本
部
条
例

　

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等

の
発
生
に
よ
り
、
国
が
「
緊

急
事
態
宣
言
」
を
行
っ
た
場

合
に
、
町
で
も
対
策
本
部
を

設
置
し
て
、
速
や
か
に
対
応

す
る
も
の
で
す
。

●
道
路
占
用
料
条
例
改
正

　

地
価
の
下
落
に
伴
い
、
町

道
な
ど
の
占
用
料
を
10
％
台

の
率
で
引
き
下
げ
ま
す
。

　

対
象
は
電
柱
や
電
線
、
ポ

ス
ト
な
ど
で
、
太
陽
光
発
電

と
風
力
発
電
設
備
が
追
加
さ

れ
、
４
月
１
日
か
ら
施
行
し

ま
す
。

●
盛
岡
北
部
地
区
障
害
程
度

区
分
認
定
審
査
会
共
同
設

置
規
約
改
正

　

｢

障
害
者
自
立
支
援
法｣

が｢

障
害
者
総
合
支
援
法｣

に
改
正
さ
れ
、
25
年
４
月
１

日
か
ら
施
行
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
障
害
程
度
の
区
分

が
、
障
害
に
応
じ
て
必
要
と

さ
れ
る
度
合
い
な
ど
を
示
す

｢

障
害
支
援
区
分｣

に
、
26

年
４
月
か
ら
改
め
ら
れ
ま
す
。

　

こ
の
改
正
に
あ
わ
せ
て
、

規
約
の
一
部
を
変
更
し
ま
す
。

●
グ
リ
ー
ン
テ
ー
ジ
太
陽
光

発
電
設
備
工
事

　

太
陽
光
発
電
設
備
と
蓄
電

池
を
整
備
し
、
災
害
な
ど
の

際
に
宿
泊
者
や
避
難
者
が
使

用
す
る
必
要
最
低
限
の
電
力

を
確
保
す
る
も
の
で
す
。

◇
契
約
額　

７
８
４
４
万
円

◇
工
期　
　

25
年
11
月
29
日

◇
契
約
相
手

盛
岡
市
・
東
野
建
設
工
業

(

株)

　平庭地域市町村議会議員
連絡協議会の研修会が２月
６日、久慈市・葛巻町・九戸
村の議会議員ら51人が参
加して、九戸村公民館で開
催されました。
　研修会では、新潟県立大
学准教授の田口 一博 氏が
｢自治法改正と議会の対応｣
と題して講演。議会の会期
を１年間とする“通年会期
制”などについて、理解を
深めました。

通年会期制
　　など研修

ト
ピ
ッ
ク
ス

会   計   名 補 　正   額 補正後予算額
一 般 会 計  6億1381万円 66億4563万円
国民健康保険事業 　　1061万円 11億1126万円
簡 易 水 道 事 業      166万円  1億7420万円
農業集落排水事業      398万円  2億 651万円
後期高齢者医療事業      141万円     7194万円
病 院 事 業  △ 3534万円  8億8607万円


